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四
月
二
十
七
日
に
開
か

れ
た
平
成
十
八
年
第
一
回

臨
時
議
会
で
、
正
副
議
長

選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に

野
崎
昌
男
氏
、
副
議
長
に

信
吉
孝
彦
氏
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
併
せ
て
各
常
任
委

員
会
委
員
の
選
任
も
行
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
選
出
監
査
員
に
は

山
崎
朗
氏
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　
平
成
十
八
年
第
一
回
定

例
議
会
は
六
月
五
日
か
ら

開
会
さ
れ
ま
す
。
市
長
の

市
政
報
告
、
各
議
案
の
提

案
理
由
の
説
明
、
各
議
員

か
ら
の
一
般
質
問
や
十
八

年
度
予
算
な
ど
の
議
案
審

議
を
行
い
ま
す
。

　 

　香南市は、自然環境に恵まれたすばらしいまちです。人口３万

４千人、面積126平方キロメートルと大きく広く、町村から市に

なり議会の在り方も変わります。

　議案の審議が本議会方式から委員会方式となり、それぞれの委

員長を中心に、さらに詳しく専門的に審議することとなりました。

  香南市議会には総務、産業建設、教育民生の３つの常任委員会

があります。各常任委員会の機能をより充実させるため、市議会

議員26人全員がお互いに切磋琢磨し、新たな情熱を持って取り組

んでまいります。まさに今からの香南市を、市民の皆さまと共に

考えその声をより良い形で市政に反映させ、そしてこのまちづく

りに大事な一歩一歩をしるしていくよう、一生懸命頑張ります。

　皆さまに開かれた親しみやすい議会を目指しておりますので、

ご協力とご参加をよろしくお願いします。

総
務
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

      就任の
ご
あ
い
さ
つ

香
南
市
初
代
議
会
議
長

野
崎
昌
男

の
ざ
き
　
　
ま
さ
お

■
傍
聴
席
の
入
り
口
で
受
付
簿
に
「
住

所
・
氏
名
」
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
傍
聴
席
か
ら
の
出
入
り
は
自
由
で

す
が
、
拍
手
し
た
り
や
じ
を
飛
ば
す

な
ど
、
会
議
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
は

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
議
会
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
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香南市で５人が受章されました

　昭和50年、旧野市町議会議員に当選以来

７期28年間在職し、議会議長、副議長として、

町政発展に貢献。また長年、野市町体育指

導委員長、同体育協会理事長等として、ス

ポーツ活動の普及振興に尽力されました。

　昭和43年から３期９年間旧吉川村民生

委員・児童委員を務め、54年に旧吉川村

議会議員に当選以来７期26年にわたり、

議会議長、副議長として村政発展に貢献

されました。

　
九
年
間
の
民
生
委
員
活
動
を
経

て
、
旧
吉
川
村
議
会
議
員
に
初
当

選
し
た
昭
和
五
十
四
年
。
「
吉
川
は

環
境
整
備
が
遅
れ
、
貧
し
い
村
で

し
た
。
数
々
の
活
動
の
中
で
も
、

同
和
対
策
事
業
に
よ
る
地
区
の
道

路
改
修
、
吉
川
漁
港
が
完
成
し
た
時

は
、
感
無
量
で
し
た
」
と
当
時
を

振
り
返
り
ま
す
。

　
「
家
内
に
も
苦
労
を
か
け
て
き
た

が
、
家
族
な
の
で
あ
た
り
ま
え
と

強
気
で
頑
張
っ
て
き
た
」
と
北
川

さ
ん
。
「
今
ま
で
議
員
と
し
て
の
私

を
信
頼
し
、
支
え
て
く
れ
た
方
々

へ
感
謝
の
気
持
ち
は
言
い
尽
く
せ

ま
せ
ん
」
と
話
す
姿
に
、
地
域
を

思
い
地
域
を
見
守
る
ま
な
ざ
し
が

あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
七
年
、
初
め
て
教
育
委

員
に
当
選
し
た
の
は
、
戦
後
教
育
の

混
乱
期
で
し
た
。
物
資
は
乏
し
く
、

社
会
教
育
の
場
と
し
て
「
野
市
に
公

民
館
を
」
と
議
会
で
設
置
条
例
を
可

決
さ
せ
た
も
の
の
建
物
は
で
き
ず
『
館

な
き
公
民
館
』
な
ど
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

公
民
館
が
落
成
し
た
時
は
「
本
当
に

う
れ
し
か
っ
た
」
と
の
こ
と
。

　
『
教
育
は
人
』
と
優
れ
た
人
材
を
登

用
さ
せ
て
き
た
野
口
さ
ん
は
、
野
市

の
教
育
の
立
役
者
。
「
た
く
さ
ん
の
す

ば
ら
し
い
教
育
者
や
人
と
の
出
会
い

が
今
ま
で
の
自
分
を
支
え
て
く
れ
た
。

受
章
も
そ
の
お
か
げ
で
す
」
「
家
族
に

も
感
謝
し
ち
ゅ
う
け
ん
ど
勲
章
は
、

手
伝
い
に
も
な
ら
ん
」
と
野
口
さ
ん
。  

庭
先
の
奥
さ
ん
の
姿
に
目
を
細
め
て

い
ま
し
た
。

　
山
下
さ
ん
か
ら
は
お
手
紙
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

「
平
成
十
八
年
春
の
叙
勲
に
さ

い
し
、
旭
日
双
光
章
拝
受
の
栄

に
浴
し
ま
し
た
。
去
る
五
月
九
日
、

県
知
事
橋
本
大
二
郎
殿
か
ら
勲

記
勲
章
の
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の
長
年

に
わ
た
る
心
温
か
い
ご
指
導
ご

支
援
の
賜
と
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
は
、
一
層
精
励
し
、

い
さ
さ
か
な
り
と
も
、
ご
芳
情

に
報
い
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で

何
卆
、
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
」

　
こ
の
受
章
を
、
奥
さ
ま
の
墓

前
に
一
番
に
報
告
さ
れ
た
と
言

う
山
下
さ
ん
で
し
た
。

「
初
当
選
し
た
時
は
、
最
下
位
で
よ

う
よ
や
っ
た
」
と
三
十
一
年
前
の
岡

田
議
員
誕
生
秘
話
（
？
）
を
笑
い
な
が

ら
話
す
岡
田
さ
ん
。（
実
は
ト
ッ
プ
当
選

も
果
た
し
て
い
ま
す
）
　

　
高
校
時
代
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
国
体

選
手
。
成
人
し
て
か
ら
も
少
年
サ
ッ

カ
ー
の
指
導
者
と
し
て
四
国
や
全
国

大
会
に
出
場
す
る
な
ど
活
躍
。
ま
わ

り
を
明
る
く
前
向
き
に
さ
せ
て
く
れ

る
笑
顔
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
受
章
は
「
自
分
に
と
い
う

よ
り
、
ま
わ
り
に
い
て
く
れ
た
先
輩
、

仲
間
、
後
輩
、
家
族
に
贈
ら
れ
た
も

の
で
す
」
と
、
数
あ
る
功
績
に
苦
労

話
は
な
く
、
最
後
に
「
い
つ
で
も
自

分
が
一
番
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
た
」

と
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
ら
し
い
一
言
で
締

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
三
十
八
歳
で
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
し
て
推
薦
さ
れ
て
以
来
、

現
役
で
活
躍
し
て
い
る
黒
岩
さ
ん
。

「
推
薦
さ
れ
た
か
ら
に
は
期
待
に

応
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
、
今

ま
で
続
け
て
来
た
」
と
の
こ
と
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
時
代
に
対
応
し

た
地
域
福
祉
の
中
核
と
な
っ
て

民
生
委
員
だ
け
で
は
で
き
な
い

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
、
と
ま

す
ま
す
意
欲
的
。

　
「
こ
の
受
章
は
、
一
緒
に
活
動

し
て
き
た
仲
間
や
先
輩
の
協
力
と
、

家
族
の
理
解
の
た
ま
も
の
。
恩
返

し
の
意
味
で
も
さ
ら
に
頑
張
り

ま
す
」
と
力
強
く
新
た
な
決
意

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　昭和49年に旧香我美町民生委員・児童委

員に推薦されて以来、福祉の向上、住民生

活の安定に尽力。また同協議会の会長を務め、

組織の活性化、委員の資質向上及び活動強

化に貢献されています。

や
か
た

せっさたくま
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瑞宝単光章

　昭和30年、旧赤岡町議会議員に当選以来、

通算７期24年にわたり在職し、議会議長を

務めました。また２期６年を助役として町

政の発展に貢献されました。

　昭和27年に旧野市町教育委員に当選以

来29年間、教育委員や教育委員長として

教育行政に多大な功績をあげられました。

地方教育行政功労

地方自治功労

地方自治功労

旭日双光章 地方自治功労

社会福祉功労


